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分
苑
長 

文
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
フ
ァ
ル
タ
ス
ご
機

嫌
い
か
が
で
し
ょ
う
か 

十
八
日
に
梅
雨
明
け
宣
言
が
だ

さ
れ
、
暑
い
日
差
し
の
中
、
文
月

の
月
次
祭
に
大
勢
の
方
達
に
、
ご

参
拝
し
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

最
初
に
、
皆
様
に
ご
報
告
が
あ

り
ま
す
。 

お
香
良
洲
神
社
石
碑
建
立
の
献

金
で
す
が
、
名
古
屋
分
苑
の
割
り

当
て
金
額
の
六
十
万
円
を
越
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
、
温
か
い
真
心
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
早
速
、

東
海
教
区
の
会
計
窓
口
で
あ
り
ま

す
、
三
河
本
苑
に
送
金
い
た
し
ま

す
。 先

月
三
十
日
に
教
本
一
級
認
定

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

受
講
者
の
方
は
、
十
一
名
で
三
河

よ
り
一
名
、
三
重
よ
り
三
名
の
方

達
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
よ
り
講
習
日
が
一
日
だ

け
と
短
く
な
り
張
り
詰
め
た
雰
囲

気
も
な
く
最
後
の
個
人
発
表
に
は

妹
尾
特
任
に
も
ご
意
見
を
頂
き
、

と
て
も
良
い
講
習
会
に
な
り
ま
し

た
。 八

月
月
始
祭
に
は
、
受
講
修
了

証
書
を
お
渡
し
で
き
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。 

熱
田
支
部
が
七
月
四
日
に
正
式

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

分
苑
直
属
扱
い
に
な
り
、
と
り
あ

え
ず
、
堀
特
任
が
担
当
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。 

八
月
に
入
れ
ば
、
宣
伝
使
・
昇

進
者
の
拝
命
、
真
夏
の
祭
典
、
瑞

生
大
祭
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
同
じ

く
直
心
会
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
名

古
屋
分
苑
か
ら
も
出
店
さ
れ
ま
す
。 

直
心
会
バ
ザ
ー
に
は
、
教
主
さ

ま
も
各
地
域
の
方
達
を
激
励
に
巡

回
さ
れ
ま
す
し
、
売
り
上
げ
は
本

部
へ
献
金
さ
れ
ま
す
。 

今
日
の
大
神
様
に
お
供
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
神
饌
も
の
で
す
が
、

ス
イ
カ
は
、

石
原
松
生
様

が
育
て
ら
れ

た
物
を
、
直

前
ま
で
冷
や

し
て
い
ま
す
。 

バ
ナ
ナ
は
、
渡
邊 

町
代
様
が

丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ
た
物
で
す
。

通
常
は
青
色
か
ら
黄
色
に
な
れ
ば

食
べ
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
品
種

は
黄
色
か
ら
さ

ら
に
茶
色
に
な

っ
て
か
ら
が
食

べ
ご
ろ
で
す
。 

こ
の
年
こ
の
月
は
、
役
員
改
選

の
時
期
で
す
、
今
月
三
十
一
日
で

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
、
こ
の

三
年
間
、
皆
様
方
の
ご
協
力
が
あ

り
無
事
に
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 役

員
の
方
達
に
も
ご
苦
労
様
で

し
た
、
色
々
と
何
事
に
も
携
わ
っ

て
頂
い
た
方
達
も
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

先
の
六
月
総
代
会
に
て
、
ご
推

薦
を
頂
き
、
役
員
の
方
達
に
も
も

う
一
期
続
投
の
承
諾
頂
き
ま
し
た
。 

改
め
て
挨
拶
は
、
本
部
よ
り
承
認

頂
い
て
か
ら
八
月
の
月
次
祭
で
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

こ
の
後
、
直
会
後
に
は
直
心
会

改
選
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
時
期
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

流
行
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
十
分
に
気
を
付
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

七
月
六
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
三
名 

 

斎
主 

 
 

天
野 

芳
幸 

祭
員 

 
 

畠
山 

茂 

進
行 

 
 

石
原 

松
生 

●
月
次
祭 

七
月
二
十
一
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
九
名 

斎
主 

 
 

瓜
生 

秀
明 

祭
員 

 
 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

祭
員 

 
 

仙
道 

志
音 

裏
方 

 
 

石
原 

松
生 

典
礼
長 

 

影
近 

博
己 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

進
行 

 
 

伊
藤 

秀
子 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

ふ
み
づ
き 
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●
教
本
一
級 

認
定
講
習
会 

 
六
月
三
十
日
（
日
）
堀
宜
雄
・

妹
尾
正
治
講
師
の
も
と
分
苑
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。 

午
前
九
時
か
ら
の
開
講
式
に
続

き
鎮
魂
、
教
本
学
習
（
人
生
の
目

的
）、
対
話
実
習
を
行
っ
た
。 

午
後
か
ら
は
「
講
話
の
作
り

方
・
話
し
方
」
を
受
講
、
休
憩
後

に
全
員
が
「
人
生
の
目
的
、
霊
界

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
五
分
ス

ピ
ー
チ
を
発
表
し
た
。 

発
表
者
ご
と
に
講
師
の
総
評
を

頂
き
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。 

最
後
に
練
習
問
題
を
行
い
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
閉
講
し
た
。 

参
加
者
十
一
名 

（
三
河
一
名
、
三
重
三
名
） 

行
事
予
定 

八
月
七
日
（
水
） 

 

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭 

午
前
十
一
時
よ
り 

八
月
十
八
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

九
月
七
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

編
集
部
か
ら
の
お
願
い 

分
苑
た
よ
り
の
原
稿
を
広
く
公
募

し
て
い
ま
す
。
ご
神
徳
談
、
日
々

の
出
来
事
な
ど
、
ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

【
桜
タ
デ
】 

 
 
 
 
 
 

 

妹
尾 

正
治 

 

去
年
の
こ
と
、
初
夏
の
あ
ぜ
道

を
散
歩
し
て
い
る
と
小
さ
な
花
が

一
面
ピ
ン
ク
に
染
め
て
い
た
の
で

三
茎
摘
ん
で
帰
り
、
花
瓶
に
差
し

て
愛
で
て
い
た
。 

水
揚
が
良
く
、
一
週
間
ほ
ど
す

る
と
水
中
に
根
っ
こ
ら
し
き
も
の

が
出
て
い
た
の
で
試
し
に
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
て
お
い
た
。 

冬
に
は
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
い
、

『
や
っ
ぱ
り
だ
め
か
ー
』
と
諦
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
四
月
に
入
り
新

芽
が
確
認
で
き
た
。 

名
前
は
桜
タ
デ
、
今
年
は
庭
で
鑑

賞
で
き
そ
う
だ
・
・
・ 

 
水
彩
画
家
、
星
野
富
弘
さ
ん
が

七
十
八
才
で
亡
く
な
っ
た
、
「
筆

く
わ
え
詩
画
家
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。 星

野
さ
ん
は
中
学
校
の
教
諭
だ

っ
た
二
十
四
才
の
時
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
指
導
中
の
事
故
で
首
か
ら
下

の
身
体
機
能
を
全
て
失
っ
た
。 

入
院
中
に
送
ら
れ
て
来
る
見
舞

い
の
手
紙
に
返
事
が
書
き
た
く
て
、

口
で
筆
を
く
わ
え
て

文
字
か
ら
練
習
し
、

や
が
て
水
彩
画
や
詩

を
創
作
す
る
様
に
な

っ
た
。 

四
季
の
草
花
の
水

彩
画
に
詩
を
添
え
る

画
風
は
国
内
外
で
称

賛
さ
れ
、
多
く
の
個

展
が
開
か
れ
た
。 

出
身
地
の
群
馬
県
み
ど
り
市
と

熊
本
県
芦
北
町
に
名
前
を
冠
し
た

美
術
館
も
有
り
、
画
集
も
沢
山
出

版
さ
れ
て
い
る
。 

 

じ
い
じ
は
星
野
さ
ん
と
桜
タ
デ

か
ら
「
生
き
る
力
・
人
を
和
ま
せ

る
力
」
と
「
試
練
は
乗
り
越
え
る

た
め
に
有
る
事
」
を
教
わ
っ
た
。 

最
後
に
星
野
さ
ん
の
数
多
い
作

品
の
中
か
ら
感
動
し
た
詩
を
紹
介

し
よ
う
。 

『
黒
い
土
に
根
を
張
り 

ど
ぶ
水

を
吸
っ
て 

な
ぜ
き
れ
い
に
咲
け

る
の
だ
ろ
う 

私
は 

大
ぜ
い
の
人
の
愛
の
中
に

い
て  

な
ぜ
み
に
く
い
こ
と
ば
か
り
考
え

る
の
だ
ろ
う
』 

 

夏
の
果
物 

ス
イ
カ 

ス
イ
カ
は
熱
中
症
予
防
を
強
力

に
支
援
す
る
食
べ
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
夏
の
果
物
の
王
様
と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

熱
中
症
予
防
は
、
第
一
に
水
分

を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

ス
イ
カ
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
が
水
分
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
含
ん

で
い
ま
す
。
微
量
の
食
塩
を
加
え

る
と
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
同
じ

よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
そ
う

で
す
。 

ス
イ
カ
に
食
塩

を
か
け
て
食
べ
る

の
は
理
に
か
な
っ

て
い
る
の
で
す
。 

皆
さ
ん
も
ス
イ
カ
を
食
べ
て
暑

い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。 


